
 
体育大会写真集 

ありがとうございます 
芦北ライオンズクラブ様より、町の３中学校

に環境整備のためのご寄付をいただきまし

た。ありがとうございました。 

最大時は７９３名いた生徒も、今年度は７６名。校地の広さは変わりませんが、生徒の数は１０

分の１、職員数も保護者数も大きく減り、除草や環境整備にとても苦労しています。グラウンドの

「メリケントキンソウ」や、プール・敷地周辺の「カヤ」、「クワクサ」、なんさまやおいかんとで

す。プール横は子どもたちが通る道の視界を塞ぐので、早速、ご寄付を活用し、防草シートを敷こ

うと考えています。 

６月 水無月 Ｊｕｎｅ  
３日（月）・４日（火）・５日（水） 
１学期期末テスト 

 ５日（水）身だしなみの点検  
７日（金）マイ弁当の日 

１４日（金）ＰＴＡビーチボールバレー大会 
１８日（火）郡市総体選手激励式 
２０日（木）食育講話 

２２日（土）郡市総体１日目 
 バレー・卓球・バドミントン・剣道 
野球・サッカー 

２３日（日）郡市総体２日目 
野球・サッカー（決勝等） 

２７日（木）・２８日（金）上級学校説明会 
２９日（土）郡市総体３日目 
 水泳・空手 

心の教室相談員    Ｏ．Ｋ．先生来校日 4日（火）・ 7日（金）・10日（月）・13日（木）・17日（月）・21日（金） 

スクールカウンセラー  Ｏ．Ｔ．先生来校日  21日（金）  
※詳しくは、養護教諭のＴ先生までご連絡ください。 

芦北町立田浦中学校 

学校だより 第４号 

令和元年５月２７日 

文責 校長 畑口益喜 

学校教育目標 

潤いと輝きにあふれる学校 

知行合一 
夏の夜は まだ宵ながら あけぬるを 雲のいづこに 月やどるらむ   

清原深養父（百人一首 36） 



【秘密の部屋】６月は郡市中学校総合体育大会！応援よろしくお願いします！  
 
【ささみ】010509 

１年１組のウーパールーパーは「本田ささみ」と命名されました。確かに、色と形が鶏のささ
みっぽい。うちの「おはぎ」と同じネーミングセンスです。聞き慣れた音だと思ったら、「さぁ・
さぁ・みぃ」は担任Ｈ先生と母音が同じでした。 
みんな、教室に入ると一番に「ささみ」の様子を観察しています。「泳いだ！」が教室の大ニ

ュースでした。生き物係のＮくんは、休み時間に椅子を水槽の近くに移動させ眺めていたそうで
す。大事に育てると、成人式で再会できます。「サラダちくわ」サイズになってもみんなで可愛
がってください。 
私も昨夜はネットで調べ続け、ウーパールーパーにずいぶん詳しくなりました。校長室前のホ

ワイトボードに、イラスト入りで紹介したところ、上級生からは「いいなぁ。」「自分のクラスで
も何か飼いたい。」の声が聞こえてきます。１年生の限界突破で金魚やメダカ、ドジョウでは満
足できないようです。 

「（教室で）犬を飼いたい。」「（校長先生なら）ネコならいいんじゃ。」それは勘弁してください。
仕事が手につかなくなります。（Ｈ） 
  

 
【同い年】５月のとある日 
今日、ついに磯野波平さんと同い年になりました。「サザエさん」が新聞で最初に連載された

のは１９４６年なので、今年で１２７歳なのですが、設定によると、波平５４歳、フネ５０ン歳、
マスオ２８歳、サザエ２４歳、カツオ１１歳、ワカメ９歳、タラオ３歳だそうです。 
バカボンのパパに並んだ４１歳の春にも感慨を覚え、その年は「枯葉散る白いテラスの 午後

３時～」で始まる「元祖天才バカボンの春」をよく歌っていました。 
あっという間に名探偵コナンの阿笠博士５２歳を抜き去り、ついに波平さんに並ぶ日がやって

いきました。次はさくら友蔵７６歳をクリアして、ウルトラセブン１万７千歳はちょっと無理な
ので、亀仙人の３１９歳を目指します。（Ｈ） 

 

 
【先生】010524 
昨日は、田浦中で新採研・臨採研が行われ、Ｓ先生が数学の授業を公開しました。前日に芦北

教育事務所のＮ指導主事とＴ指導主事に助言に来ていただき大変助かりました。放課後は芦北町
のＹ指導主事の前で模擬授業を行いました。芦北町教育委員会には、今年度より指導主事を配置
いただきとても感謝しています。 
初任の３年間は、教師生活の土台をつくる期間であり、失敗ができる期間。先輩職員が支える

ので、生徒のためになることに、どんどんチャレンジして欲しいと伝えています。 
ご存知の方もいらっしゃると思いますが、元水俣市長のＭ先生は、水俣第二中学校が初任校の

国語の先生でした。私が教頭の時、還暦祝いを迎える最初の生徒から、記念に先生に授業をお願
いしたので、教室を貸して欲しいとの申し出がありました。 
参加した方に話を聞くと、授業の中で「あの時、君はこう答えたよね。」「あなたはこう答えた

よね。」と、４５年前の一人一人との遣り取りをすべて覚えておられたことに驚いたそうです。 
先生はいつも「飯のために仕事をするのが教員、技術・技能などを教えるのが教師、生徒の心

に明かりを灯すのが先生」という話をされていますが、当時の生徒によると先生ご本人が「情熱
の塊のような人」、「心に明りを灯す」先生だったそうです。 
研修会参加者の皆さんが「児童・生徒の心に明かりを灯す」先生へと成長していかれることを

心から願っています。（Ｈ） 
 


